
令和７年度第１回学校運営協議会議事録 

 

さいたま市立大久保小学校  

 

１ 日時・場所 ［日時］令和７年５月２８日（水） １０：３０～１２：１５    

［場所］コンピュータ室 

 

２ 出席 会 長 田中 隆明 （大久保小学校 ＰＴＡ会長） 

 副会長 土橋 勇司 （青少年育成大久保地区会 会長） 

     委 員 浜中 光夫 （桜区五関自治協力会 会長） 

         大野 康則   （やつしまニュータウン自治会 会長） 

渋谷 克好 （学校施設開放委員会 委員長） 

並木 義和 （大久保公民館 館長） 

髙野裕美子 （主任児童委員） 

千木良雅子 （大久保小学校 交通指導員） 

星野麻奈美 （大久保小学校 図書ボランティア代表） 

橋本由紀子 （大久保小学校チャレンジスクール代表） 

海江田なぎさ（大久保中学校 校長） 

永平恵美子 （大久保小学校 ＰＴＡ副会長） 

内野多美子 （大久保小学校 校長） 

川西 浩之 （大久保小学校 教頭） 

三上 和男 （大久保小学校 学校地域連携コーディネーター） 

 

３ 開会行事  

（１）委嘱状交付 

（２）代表委員児童からの報告 

（３）校長あいさつ 

（４）自己紹介 

（５）会長及び副会長の選出 

 

４ 学校からの説明 

（１）学校運営に関する基本的な方針について（児童の実態を含む） 

   ①学校経営方針 

   ②自己評価システムシート 

   ③予算 

   ④施設及び設備の管理 

    

（２）質疑応答及び承認 

   ・学校、保護者、地域の連携を実現するにあたりツールが必要である。大久

保小の取組（学校ボランティアの整備、学校Webページの構成）はよい。取

組実態等を見定めつつ、将来的に大久保学園の取組となるのもよい。 

→全委員により承認 



５ 熟議 

  「思いやりとやさしい心があふれる」学校に向けて、児童と一緒に取り組める

こと 

  【現状】 

   ・児童はあいさつがよくできる 

   ・児童のあいさつによって、地域住民を元気づけることにつながっている 

   ・高学年が低学年の面倒をよく見ている 

   ・通学路や校庭で見つけた落とし物を、そのままにせず届ける 

  【取組案】 

   ・あいさつ運動を児童と地域、保護者が一緒にやる 

   ・地域行事への親子での参加 

   ・保護者、地域住民も参加可能なインターネット講座の実施 

 

６ その他 

   ・不審者情報等についての情報共有 

 

７ 閉会 


